
◆「ユニバーサルシティ福岡」の実現 １

◆戦略的な「観光・集客」 ２

◆公約関連事業の推進 ３

◆経済・雇用対策 １３

◆市債の状況

　　（１）市債発行額と公債費の状況（一般会計） １５

　　（２）市債残高の縮減状況（全会計） １６

　　（３）市民一人あたりの市債残高 １７

　　（４）市債関係指標の状況 １８

◆その他

　１．使用料および手数料等の新設・改定 １９

　２．市民一人あたりの予算（一般会計） ２２

参 考 資 料

平成２４年度当初予算案



「ユニバーサルシティ福岡」の実現 ～みんながやさしい,みんなにやさしい～

① 施設系バリアフリー化

・  道路のバリアフリー化　1,439,700
★市営住宅ユニバーサルデザイン推進事業　63,424
   既設市営住宅の共用階段への手すり設置や、
　 屋外共用部分の段差解消
★車道における自転車走行空間整備　180,000
　 全ての人が道路を安全に利用するための、
   車道部における自転車走行空間の整備
・  鉄道駅施設バリアフリー化促進事業　33,766
　 ★西鉄三苫駅へのエレベーター設置
★ユニバーサルシティ福岡実現に向けた
　 公共交通支援　12,500
   バス利用者のための公共によるバス停上屋・ベンチの
　設置検討及びモデル事業の実施
・  ノンステップバス導入促進事業　3,800
　 バス事業者へ2台分助成

② 高　齢　者

　★安心情報キット配付事業　15,853
　 　地域での見守りや災害時に支援が必要な方へ、
   　緊急連絡先などの情報を保管する専用キットを配付
◎☆いきいきセンターふくおかの相談体制の強化 　996,920
　    高齢者の総合相談窓口いきいきセンターふくおか
　　　39ヶ所のスタッフ増員による運営体制の強化
　★介護支援ボランティア事業　 9,669
　　 高齢者の社会参加・介護予防促進のため、
　　 介護施設等におけるボランティア活動への支援の
　　 仕組みづくり
◎★市民後見人養成事業　6,822
　    認知症高齢者等の増加に伴う成年後見人の
      新たな担い手として、市民後見人を養成
◎　地域福祉ソーシャルワーカー事業　19,717
　    民生委員など地域で見守り活動を行う組織の相談・支援
      を行う地域福祉ソーシャルワーカーをモデル的に配置
◎　特別養護老人ホーム等建設費助成　1,359,258
　   社会福祉法人等が行う特別養護老人ホーム
　　 建設等に対する助成等③ 障がい者・児

☆障がい者グループホーム設置促進等事業　100,645
   グループホーム等設置促進のための初期経費等
　 の助成  〔上 限 額〕　23n 100万円　→　24n 150万円へ

　　　　　　   〔設置箇所〕 23n    6箇所　→　24n 18箇所へ

★在宅酸素療法者に対する電気料助成事業　15,988
　　呼吸器機能障がい者等が在宅で使用する
　　酸素濃縮器の電気料金の一部を助成
★重度障がい者入院時コミュニケーション支援　1,743
   重度障がい者等の入院時の病院スタッフとの意思
　 疎通の円滑化を図るため、コミュニケーション
   支援員を派遣

◎ときめきプロジェクト　13,332

   障がい者施設商品の販売促進・ＰＲのための
   キャンペーン等の実施
★発達障がい児放課後等支援事業　20,335
　  発達障がい児に放課後等の活動の場を提供
☆特別支援教育支援員等の配置　113,913
　  小中学校等に在籍するLDやADHD等障がいの
　  ある幼児・児童生徒の支援を行う支援員を増員
       〔23n  96名　→　24ｎ  120名へ〕

　

④ 子 ど も

★子育て休日・夜間サポート　　17,451
　 虐待防止策強化に向けた休日・夜間の相談支援や
    安全確認を行う体制の充実
☆こんにちは赤ちゃん訪問・お祝い事業　21,083
   民生委員・児童委員が赤ちゃんの誕生した家庭を
　 訪問し、地域の子育て情報を提供
   24年度からお祝い品を配付
☆ファミリーホーム　　147,083
   家庭的環境のもと、5人～6人の児童を養育する
   ファミリーホームを推進
★ユニバーサルなまち実現プロジェクト　2,722
 　市内小中高等学校から公募により11校を指定し、
   ユニバーサルなまちづくりの調査、点検、
   実践発表会等を実施
★ミニ・ふくおか 16,517
   小中学生を対象として、参加する子どもたちだけで
   まちづくりを疑似体験

ユニバーサルデザインの理念に基づき、すべての人を大切にし、すべての人が夢を持ち、活躍できるユニ
バーサルなまちづくりを目指し、ハード・ソフトの両面からの取組みを進め、みんながやさしい、みんなに
やさしい「ユニバーサルシティ福岡」の実現を目指す。

★：新規事業、☆：拡充事業、◎：公約関連事業 （単位：千円）

24年度は 国際ユニヴァーサルデザイン会議
ユニバーサルシティ福岡フェスティバル

の開催

◆国際ユニヴァーサルデザイン会議2012
○日程：平成24年10月12日～14日
○規模：参加国数 30ヶ国、参加者数延べ 12,000人
○会場：福岡国際会議場、福岡国際センター
○主催：国際ﾕﾆｳﾞｧｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ協議会

◆ユニバーサルシティ福岡フェスティバル
○日程：平成24年10月1日～14日
○事業概要：行政、ＮＰＯ、学校などのユニバーサルデザインに
　　　　　　　　関する取組みの展示　など
《主な関連事業》　☆公共施設障がい者アート事業
　　　　　　　　　　　 ◎ときめきプロジェクト
　　　　　　　　　  　 ・ハートフルフェスタ福岡2012　・地下鉄フェスタ

◆その他関連事業
☆スマートフォン向けの観光情報を韓国語版で新規製作
★小中高生によるユニバーサルなまちづくりの
　 調査・点検・実践発表会等を実施
★観光業従事者向けに外国人おもてなし研修会等を実施
★国内地下鉄初の券売機の４カ国語（日・英・中・韓）対応

ユニバーサルシティ福岡のロゴマーク
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◎ ★福岡検定
　 (仮称)辻堂口門建設，周辺道路の高質空間整備 市の歴史，自然，方言などに関する検定の実施

☆福岡城跡環境整備，整備基本計画 ◎ ★公衆無線ＬＡＮ環境整備

上之橋御門石垣保存修理，基本計画の策定 地下鉄全駅，市役所(１Ｆ，広場)等をエリアに

★鴻臚館跡整備基本構想の検討 ◎

鴻臚館跡の整備基本構想の策定に着手 スマートフォン用サイトの韓国語対応など

★吉武高木遺跡環境整備 ★観光従事者外国人おもてなし事業

国史跡吉武高木遺跡の整備 外国人の受入マナーや語学等を研修

☆アジアフォーカス・福岡国際映画祭 ☆外国クルーズ客船受入事業

ｱｼﾞｱ太平洋ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとの共同ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ等 歓迎演出，観光案内，入国手続の迅速化

★アジアにおける観光情報発信

まちかどの修景，福博花しるべの実施 　 ＴＶやインターネットを活用した観光市場の開拓

◎ ★食の魅力の活用 ★外国映画撮影誘致

山笠などと連携した食のＰＲイベント開催等 スクリーン関係者等の招聘や撮影の支援

★２階建てバスを活用した魅力づくり ★福岡観光ファンクラブ

2階建てバス運行に合わせた観光案内の充実等 海外のキーパーソンが自国で情報発信

・福岡城さくらまつり ☆観光案内ボランティアの充実強化

千本の桜と鴻臚館･福岡城跡をﾗｲﾄｱｯﾌﾟ等で演出 天神，博多に配置するなど体制を充実

☆コンベンション推進事業 ☆第２期展示場の整備に向けた検討
経済波及効果や情報発信力の高い国内外会議の誘致等 ウォーターフロントにおけるコンベンション機能強化の検討

★開催支援・再来福プロモーション ☆拠点文化施設検討
歓迎バナーや看板の掲出 拠点文化施設（市民会館）の基本計画策定の検討

★大規模スポーツ大会開催・誘致検討
ﾌﾙﾏﾗｿﾝ開催の検討，ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄ･ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘﾌｧｲﾅﾙの誘致

21,934

☆外国人向け観光情報サイトの機能強化

★多くの来訪者を迎える美しい都市づくり

63,460

35,000

56,500

9,700

15,960

13,000

8,000

3,000

34,792

33,077

12,000

210,500

77,196

5,055

84,646

75,429

9,000

24,250

★御供所地区の歴史に配慮したみちづくり

4,000

12,000

15,500

5,090

★：新規事業、☆：拡充事業、◎：公約関連事業　（単位：千円）

　文化部門と観光・集客部門を一体化し，新たなデジタル技術の活用などによる歴史・文化の観光資源
としての魅力向上や外国クルーズ客船をはじめとする国内外の来訪者へのおもてなしを充実するとともに，
コンベンション機能の強化に取り組む。

①魅力づくり

経済観光文化局の新設
文化部門と観光・集客部門の一体化

③コンベンション

8,000

　　★
　新たな
　集客戦略の策定

官民一体と
なって取り組
む新たな集
客戦略

②魅力の発信

デジタル技術を活用した魅力の向上・発信

◎ ★日本で唯一の歴史資源活性化事業
鴻臚館跡・福岡城跡，元寇防塁等でのＡＲ（拡張現実）活用

★歴史・文化遺産まち歩き
来訪者の携帯端末で利用できるガイダンスシステムの構築等

◎ ★ デジタル技術による夜の賑わい創出
さくらまつり等における「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ」の社会実験

10,000

9,500

67,001

戦略的な「観光・集客」
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◆公約関連事業の推進

Ａ．実施 Ｂ．着手 Ｃ．検討 Ｄ．未着手 主な事業

1 ○ ・こども病院移転計画検証経費

2 ○
・総合計画策定経費
・グリーンアジア国際戦略総合特区の推進

3 ○
・クルーズ客船誘致事業
・中央ふ頭整備事業

4 ◎
・公衆無線ＬＡＮ環境整備
・おもてなしの観光情報戦略

5 ○
・ふくおかさん家（産地）のお気に入り事業
・鮮魚市場活性化事業

6 ○
・日本で唯一の歴史資源活性化事業
・博多ライトアップウォークの推進

7 ○
・福岡で「もう1泊」推進事業
・着地型観光振興事業

8 ○
・博多湾環境保全対策の推進
・エコパークゾーン環境保全創造事業

9 ○ ・博多の魚と湊交流事業

10 ○ ・地域の魅力発信事業

11 ○
・めざせ新規就農！応援事業
・農業インターンシップ事業

12 ○
・商工金融資金
・品質確保経費（総合評価方式の推進）

13 ○
・国の基金を活用した雇用創出事業の全庁的推進
・中高年雇用促進事業

14 ○
・コンテンツ・エンターテイメント都市づくり推進事業
・研究開発拠点形成促進事業

15 ○
・車道における自転車走行空間整備の推進
・天神自転車駐車場の営業時間拡大及び傾斜料金化

16 ○
・道路のバリアフリー化
・生活道路の整備及び交通安全施設整備（一部）

17 ○
・都心部における交通マネジメント施策の推進
・地域における公共交通の利便性向上

18 ○
・保育所整備費助成
・家庭的保育事業

19 ○ ・特別養護老人ホーム等建設費助成

20 ○ ・国民健康保険事業特別会計への繰出金

21 ○
・生活習慣・学習等定着度調査
・学力パワーアップ総合推進事業

22 ○
・小学校外国語活動支援事業
・ネイティブスピーカー（外国語指導講師）委託事業

23 ○

24 ○ ・子宮頸がん等ワクチン接種事業

25 ○
・いきいきセンターふくおか・地域包括ケア検討経費
・いきいきセンターふくおか運営等経費

26 ○ ・公園再整備事業【再掲】

27 ○ ・公園再整備事業

28 ○
・ヒートアイランド対策
・遮熱性舗装の検討

29 ○ ・雨水貯留施設整備事業

30 ○

31 ○
・コンビニエンスストアにおける証明書交付
・住民基本台帳カード普及キャンペーン

32 ○ ・次期行政改革プラン

33 ○ ・戦略的情報発信事業（広報戦略室の設置）

34 ○

35 ○
・アイランドシティ環境共生都市づくり
・先導的産業集積等推進事業（産業誘致）

36 ○ ・公民館地域人材発掘・育成支援事業

37 ○ ・活力あるまちづくり支援事業

38 ○ ・コミュニティに関する取り組みの全庁的推進

39 ○
・ときめきプロジェクト
・市民後見人養成事業

36 2 1 0

　Ａ：実施済・実施中（H24年度着手を含む）、Ｂ：着手、Ｃ：検討段階、Ｄ：未着手
　〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目〕

公約項目
２４年度の進捗状況

こども病院の移転検証

福岡市の再生ビジョン

航路誘致と港湾の整備推進

無線ＬＡＮの配備

食文化を活用したふくおかの魅力向上

歴史・文化のまちづくり、博多湾の特性を活かした観光促進

福岡での滞在促進

博多湾の保全

地産地消の推進

農業の活力と農村のコミュニティの維持

農漁業への就業支援

地場企業の育成

雇用の創出

新産業の育成と若者の雇用促進

都市計画道路の見直し、自転車対策の強化

歩道整備

地下鉄駅でのﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞやﾌｨｰﾀﾞｰﾊﾞｽの推進

保育所待機児童の解消

特別養護老人ホーム入居待機者の解消

国民健康保険料の軽減化

子どもの学力向上，道徳・体育・食育教育の充実

 ヒートアイランド対策の推進

都市型ダム、排水性道路の整備

子どものチャレンジ精神の育成，英語教育の充実

全国学力テストの情報公開

 「子宮頸がんワクチン」の公費助成

地域包括支援センターの充実

Ａ，Ｂの合計：３８項目（進捗状況 ９７％）

アイランドシティの土地利用や売却の新たな手法の検討

長期的視点に立ったｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨのまちづくりの推進

地域コミュニティの再生

自治協議会の支援と事務手続きの見直し

（１）進捗状況のまとめ　

行政と地域の役割の見直し

高齢者や障がい者の社会参加促進と見守り強化

全３９項目

市職員の削減

行政サービスの迅速化・広域化

市役所の組織風土改革

意思決定過程の透明化

水と緑があふれるまちづくりの推進

公園の再整備の推進（再整備の前倒し）
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（２）公約関連事業の進捗状況

Ⅰ　こども病院移転問題

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業内容 予算額

1 ○
こども病院移転計画検証経費
・こども病院移転計画の検証

0 18,194 市長室

Ⅱ　福岡市の再生ビジョン

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

2 福岡市の再生ビジョン ○
総合計画策定経費
・基本構想・基本計画の策定
・実施計画の検討

27,571 30,000 総務

★ グリーンアジア国際戦略総合特区の推進 13,000 0 総務

H23予算 所管局

所管局H23予算

H24取り組み内容

H24取り組み内容

進捗状況

進捗状況

公約項目

こども病院の移転検証

公約項目

・市長公約に対応する施策・事業の進捗状況については、平成２４年度当初予算で、

全３９項目のうち３８項目（約９７％）について、「実施」または「着手」する。

　 【　平成２４当初予算計上：全９２事業　（うち新規：１９事業、拡充２４事業）　】

達成済み
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Ⅲ　市民のみなさんとの公約

１　もっと強いフクオカ宣言①

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

3 ○
☆ クルーズ客船誘致事業

・船社訪問、受入体制の充実（連絡バスの運行等）
・岸壁使用料の減免　等

26,788 6,521 港湾

☆ 中央ふ頭整備事業
・クルーズ客船の寄港拡大に伴うターミナル機能や
物流機能の再編等について検討

44,000 4,000 港湾

箱崎ふ頭整備事業（国際・国内ROROターミナル関
係）
・国際・国内ROROターミナルと鉄道ターミナルのアク
セス向上に向けた臨港道路の整備

334,000 105,000 港湾

国直轄工事費負担金（須崎ふ頭）
・中央航路（-12ｍ）の航路拡幅（200ｍ→300ｍ）

585,000 585,000 港湾

4 ◎
★ 公衆無線ＬＡＮ環境整備

・公衆無線LANの環境整備（地下鉄全駅、本庁舎１
Ｆ・西広場など）

34,792 0 市長室

おもてなしの観光情報戦略
・多機能携帯電話等を活用した観光情報発信機能
の強化、広告を活用した観光情報発信の推進

1,424 8,900
経観文
（経済）

5 ○
★

福岡で「もう１泊」推進事業　【再掲】
※番号７の事業を参照

【再掲】 0
経観文
（経済）

ふくおかさん家（産地）のお気に入り事業～農産物ブ
ランド化推進～
・市内産農産物を使用した新たな「福岡ブランド」商
品を創出するための調査研究・ＰＲ等の実施

2,000 2,000 農水

水産物ブランド化等推進事業
・地元の水産資源を活用した新たな商品開発、ブラ
ンド化、６次産業化に向けた取組みへの支援

1,000 1,000 農水

☆ 鮮魚市場活性化事業
・毎月第2土曜日を「市民感謝デー」として、市場の一
部を開放　（魚介類等の販売、各種イベント実施）

14,357 13,448 農水

所管局

無線ＬＡＮの配備

H24取り組み内容

食文化を活用した
ふくおかの魅力向上

H23予算
進捗状況

航路誘致と
港湾の整備推進

公約項目
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１　もっと強いフクオカ宣言②

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

6 ○

☆ 博多ライトアップウォークの推進
・博多の夜の魅力を創出し、観光客の滞在時間の延
長及び宿泊拡大を図るためのライトアップウォーク事
業を拡充

10,000 6,000 博多区

★ 御供所地区の歴史に配慮したみちづくり
・歴史文化が息づく博多部への導入路として承天寺
周辺及び（仮称）辻堂口門を整備し、来訪者を呼び
込む観光拠点づくりを進め、博多部の回遊性を向上
させる

210,500 0
博多区
道路

歴史を彩る公園づくり事業
・舞鶴公園（観光ルート、照明灯の整備）
・高宮南緑地（用地取得）

190,800 236,013 住都

さくらまつりの開催
・福岡城さくらまつりの開催に係るライトアップやイベ
ント開催経費等

24,250 25,000 住都

鴻臚館跡・福岡城跡活性化事業
・歴史的建造物の公開、「福岡城さくらまつり」でのイ
ベント等の実施

1,779 2,704
経観文
（教育）

★ 鴻臚館跡ＰＲ映像作成
・３次元CGなどを含めた映像を編集し、鴻臚館につ
いて分かりやすく解説したビデオを制作

832 0
経観文
（教育）

ミュージアムの魅力向上検討経費
・福岡ミュージアムウィークの開催
・福岡ミュージアムポータルサイトの充実　等

9,008 5,878
経観文
（教育）

☆ 美術館大規模改修・リニューアル事業
・大規模改修・リニューアルの基本計画・基本設計の
策定、緊急修繕の実施

81,109 13,171
経観文
（教育）

　 ★ 福岡検定
・福岡の歴史や史跡、祭り、伝統工芸・芸能、食など
に関する検定を実施

9,000 0
経観文
（経済）

　 ★ 日本で唯一の歴史資源活性化事業
・デジタル技術を活用した鴻臚館跡・福岡城跡、元
寇防塁等の魅力向上

67,001 0
経観文
（経済）

那珂川水上バスＰＲ事業
・那珂川水上バスのPRプロモーションを実施

850 14,500
経観文
（経済）

２階建てバスＰＲ事業
・２階建てバスの導入に伴うプロモーション等を実施

2,743 156,000
経観文
（経済）

7 ○
★ 福岡で「もう１泊」推進事業

・食の観光ガイドブック制作、食のＰＲイベント実施、
デジタル技術を活用した夜の魅力づくり

19,200 0
経観文
（経済）

着地型観光振興事業
・地域の集客資源を活かした体験、交流等の着地型
観光を推進するための、商品開発の支援、情報発信

12,220 15,666
経観文
（経済）

都心部（天神・博多駅）とウォーターフロントとの交通
アクセス強化の検討
・来訪者にも分かりやすい公共交通を検討

4,500 5,000 住都

所管局
進捗状況

歴史・文化のまちづく
り、博多湾の特性を活
かした観光促進

公約項目

福岡での滞在促進

H24取り組み内容
H23予算
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１　もっと強いフクオカ宣言③

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

8 ○

☆ 博多湾環境保全対策の推進
・博多湾へ流入する河川についての流量・負荷量調
査、貧酸素発生状況調査、生物指標モニタリング調
査の実施

20,266 12,666 環境

豊かな海再生事業
・水産物の保育場としての藻場造成、海底耕うん、海
底ゴミの回収等を実施

16,418 21,471 農水

博多湾アサリ再生事業
・室見川河口域、能古島のアサリ再生（アサリ放流
等）

1,979 2,000 農水

エコパークゾーン環境保全創造事業
・シーブルー事業（和白海域におけるアマモ場造
成、アマモ生育環境の改善）等

52,290 82,016 港湾

9 ○

博多の魚と湊交流事業
・市内中学校等での料理教室の開催
・市内各地の直販イベントや水産加工品開発等への
助成

5,227 6,016 農水

10 ○
地域の魅力発信事業
・九州大学の研究者や地域住民と連携した、農漁村
地域（志賀島地区、北崎地区）の活性化支援事業

766 929 農水

11 ○

めざせ新規就農！応援事業
・就農相談窓口
農地お見合い事業
・耕作放棄地データを活用し、農地の貸し手と借り手
の結びつけを実施
耕作放棄地再生事業
・耕作放棄地の再生作業等に対する助成

1,861 3,245 農水

農業インターンシップ事業
・３０～６０日程度の農家による直接指導、講義を実
施し、新規就農者を育成

2,000 2,000 農水

ふくおか農業塾事業
・耕作放棄地を活用し、団塊世代などの市民を対象
とした農業研修を実施

700 744 農水

12 ○

☆ 商工金融資金
・中小企業へ長期・低利融資、融資枠・新規貸付枠
の拡大
　〔融資枠〕　3,911億円→3,960億円
　〔新規貸付枠〕　2,178億円→2,224億円

121,226,000 117,040,000
経観文
（経済）

☆ 金融対策
・中小企業へ長期・低利融資を円滑に行うための事
務手数料（利子補給）、損失補償（代位弁済、保証
料）の拡充

2,544,044 2,493,317
経観文
（経済）

品質確保経費
・公共工事の品質確保及び地場企業の育成などの
観点から、総合評価方式を推進

39,890 39,965 財政

13 ○
国の基金を活用した雇用創出事業の全庁的推進
　〔雇用創出効果〕  H24：1,060人
　〔うち新規雇用〕　 H24：   927人

866,540 1,635,480 各局

★ 中高年雇用促進事業
・企業・事業者へ奨励金を交付し、中高年求職者の
雇用を促進

87,035 0
経観文
（経済）

所管局

地産地消の推進

地場企業の育成

農業の活力と農村の
コミュニティの維持

農漁業への就業支援

雇用の創出

博多湾の保全

公約項目
進捗状況 H24取り組み内容

H23予算
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１　もっと強いフクオカ宣言④

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

14 ○
☆ 研究開発拠点形成促進事業

・ISITの機能強化、第二産学連携交流センターの整
備、有機光エレクトロニクスの実用化促進等

265,700 51,501
経観文
（経済）

自動車・モデルベース開発拠点形成事業
・自動車等の電子制御ユニットのモデルベース開発
拠点形成に向けた人材育成、開発環境の整備等の
支援

5,585 6,500
経観文
（経済）

デジタルコンテンツ関連産業の振興
・ゲームコンテスト等の福岡ゲーム産業振興機構事
業の実施等

3,972 9,121
経観文
（経済）

★ コンテンツ・エンターテインメント都市づくり推進事業
・推進体制の構築、コンテンツフェスタの開催、アジ
ア・欧米への出口戦略検討等

85,019 0
経観文
（経済）

福岡・釜山コンテンツビジネス交流事業
・福岡・釜山における、ゲーム・デザイン分野でのビジ
ネス交流，クリエーターを目指す学生を対象にした相
互交流

2,450 2,000
経観文
（経済）

☆ 福岡ファッションブランド推進事業
・福岡アジアコレクション等（大連でのＰＲ等）

17,975 7,000
経観文
（経済）

就活支援プラザ事業
・新卒者等の求職活動及び地場中小企業の
求人活動の支援
・会社合同説明会、高校生への就職支援等

16,488 14,651
経観文
（経済）

★ 大学就活支援キャラバン事業
・地元企業の採用情報等を直接学生に届けるため、
大学と連携した説明会等を実施

9,895 0
経観文
（経済）

★ ＩＣＴクリエーター育成事業
・フリーター等を対象に情報関連産業で活躍できる
アプリ開発者養成講座を開設し、正社員就職を支援

5,760 0
経観文
（経済）

15 ○
街路計画調査
・長期未着手の都市計画道路の検証及び見直し関
連業務等

6,750 5,622 住都

★ 車道における自転車走行空間整備の推進
・全ての人が道路を安全に利用するための、車道部
における自転車走行空間の整備

180,000 0 道路

☆ 天神自転車駐車場の営業時間拡大及び傾斜料金
化
・天神自転車駐車場における２４時間営業及び傾斜
料金化の社会実験

13,471 8,300 道路

16 ○
道路のバリアフリー化
・歩道の段差解消、無電柱化などの整備

1,439,700 1,754,500 道路

生活道路の整備及び交通安全施設整備
・市民に身近な道路における歩行空間の整備

8,654,710 9,013,877 道路

17 ○
☆ 都心部における交通マネジメント施策の推進

・都心部の交通環境の改善に向け、市民・企業・交
通事業者・行政が連携した交通施策の検討

4,000 4,000 住都

☆ 都心部とウォーターフロントとの交通アクセス強化
・都心部とウォーターフロント地区をつなぐ国内外の
訪問者に分かりやすい交通アクセスの検討

4,500 5,000 住都

地域における公共交通の利便性向上
・外環状道路を活用したバス路線において、公共交
通の利用促進を図るための広報を実施

11,500 17,320 住都

所管局公約項目
進捗状況 H24取り組み内容

地下鉄駅での
パークアンドライドや
フィーダーバスの推進

新産業の育成と
若者の雇用促進

都市計画道路の見直
し、自転車対策の強化

歩道整備

H23予算

〔一部〕〔一部〕
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２　もっと優しいフクオカ宣言①

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

18 ○

保育所整備費助成
・民間保育所整備
（新増築、分園整備等）の助成
 〔H24：670人〕

1,845,543 1,921,153 こども

☆ 家庭的保育事業
・家庭的保育者（保育ママ）が
少人数の乳幼児を保育する
事業を実施〔H24：8カ所40人新設〕

233,486 135,384 こども

認可化移行促進事業
・認可外保育所の認可保育所
への移行に係る経費等の助成 〔H24：20人〕

9,108 27,375 こども

19 ○

特別養護老人ホーム等建設費助成
〔着工予定〕
（特養）　H23：402人分→H24：401人分
（小規模多機能型）　H23：7カ所→H24：5カ所
（認知症グループホーム）　H23：7カ所→H24：5カ所

1,359,258 2,468,931 保福

20 ○

国保特会繰出金
・国民健康保険財政安定化や保険料負担軽減のた
め、一般会計からの繰入を実施
・24年度においては、これまでの保険料負担水準を
踏まえ、被保険者の保険料負担に配慮し、「医療分
＋支援分」の１人あたり保険料を前年度保険料と同
額に据え置く

18,057,681 18,777,356 保福

21 ○

学力パワーアップ総合推進事業
・自校の学力課題をもとに学力向上プランを策定し、
授業改善を図るとともに、放課後等の学習ボランティ
アによる補習，朝のショートタイムにおける音読や計
算，漢字等の基礎学習など，学力向上の取り組みを
推進

4,895 11,568 教育

☆ 生活習慣・学習定着度調査
・学力や生活の状況についての本市独自の調査を
実施

17,075 7,402 教育

22 ○

★ ミニ・ふくおか
・子どもが社会の中で自ら考え、伝える力を養うことを
目指し、小中学生を対象に、参加する子どもたちだ
けでまちづくりを疑似体験する「ミニ・ふくおか」を開
催

16,517 0 こども

★ 中高生夢チャレンジ大学
・福岡ならではの、学校以外の学びや体験の場とし
て、「中高生夢チャレンジ大学」を開催

10,781 0 こども

小学校外国語活動支援事業
・地域のネイティブスピーカーをゲストティーチャーと
して招聘　　《年間招聘回数》
　〔５、６年生〕　H24：重点校35回,重点校以外15回

48,618 49,291 教育

☆
ネイティブスピーカー（外国語指導講師）委託事業
・中学校におけるネイティブスピーカーの配置
　（週１時間）
　H23：25時間／年　→　H24：35時間／年
・英語能力テスト、スピーチコンテストの実施

333,214 246,419 教育

★ グローバル チャレンジ イン 釜山
・世界に羽ばたき行動する国際人の育成を目指し、
中学生約70名を、釜山広域市の英語体験施設「釜
山グローバルビレッジ」の夏期キャンプへ派遣

9,000 0 教育

国際交流推進事業
・海外児童生徒との絵画・作品交流、児童生徒の海
外派遣やホームステイ受入に関する助成　等

1,422 1,580 教育

23 ○
・「学校の学力調査結果の公表ガイドライン」を作成
し、学校に配布。学力調査の結果、課題や今後の取
組みについて、全保護者、地域を対象に公表

教育

公約項目
進捗状況 H24取り組み内容

H23予算

国民健康保険料の軽減化

子どもの学力向上，道
徳・体育・食育教育の充
実

所管局

全国学力テストの情報
公開

子どものチャレンジ精神
の育成，英語教育の充
実

保育所待機児童の解消

特別養護老人ホーム
入居待機者の解消

〔定員増〕
Ｈ23：1,100人分
　　　　↓
H24：1,400人分

 　   H24：730人
     　      ＋
       H23補正
　  　での前倒し
     　 670人分
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２　もっと優しいフクオカ宣言①

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

24 ○
☆ 子宮頸がん等ワクチン接種事業

・子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺
炎球菌ワクチンの接種費用を助成

1,295,732 3,653 保福

25 ○
いきいきセンターふくおか・地域包括ケア検討経費
・地域包括ケアの観点を踏まえた地域包括センター
の充実に向けた検討経費

1,210 1,260 保福

☆ いきいきセンターふくおか運営等経費
・いきいきセンターふくおかの相談体制の強化（総合
相談、介護予防、権利擁護を一体的に実施）

996,920 877,195 保福

26 ○
☆ 公園再整備事業【再掲】

※番号27の事業を参照
【再掲】 【再掲】 住都

27 ○

☆ 公園再整備事業
・8年間で150公園程度の再整備を実施
　　身近な公園（新規着手数）
　　　　〔全面再整備〕
　　　　　　H23：9公園　→　H24：9公園
　　　　〔部分再整備〕
　　　　　　H23：7公園　→　H24：8公園　等

1,359,925 948,880 住都

28 ○
☆ ヒートアイランド対策

・ヒートアイランド対策ガイドラインの策定、ＮＰＯとの
共働による打ち水イベントの実施

7,293 6,773 環境

遮熱性舗装の検討
・22年度及び23年度の試験箇所を遮熱効果の持続
性・耐久性の追跡調査を実施

3,000 12,000 道路

29 ○
☆ 雨水貯留施設整備事業

・那珂川・樋井川流域にある既存治水池の貯留能力
拡充に向けた整備

45,000 20,000 道路

進捗状況

公園の再整備の推進

所管局

水と緑があふれる
まちづくりの推進

H23予算

ヒートアイランド対策の
推進

H24取り組み内容

地域包括支援センター
の充実

公約項目

 「子宮頸がんワクチン」
の公費助成

都市型ダム、排水性道
路の整備
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３　もっと誠実なフクオカ宣言①

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

30 ○ ・職員数を27名削減 総務

31 ○

コンビニエンスストアにおける証明書交付
・「住民票の写し」「印鑑登録証明書」等をコンビニエ
ンスストアで発行できるようにするためのシステム運
用経費等

21,288 53,460 市民

★ 住民基本台帳カード普及キャンペーン
・「住民票の写し」等のコンビニ交付の利用を推進す
るため、住基カードの交付手数料を無料とするキャン
ペーンを実施

67,459 0 市民

☆ 区役所窓口サービス改善事業
・区役所窓口サービス向上のためのシステム導入等

19,449 3,481 市民

32 ○
★ 次期行政改革プラン

・次期行政改革プランの検討
6,059 827 総務

33 ○
☆ 戦略的情報発信事業（広報戦略室の設置）

・公衆無線LAN環境整備　　　 ・動画配信
・デジタルサイネージ　　　　　　・スポットCM　等

82,574 61,037 市長室

34 ○
・アイランドシティへの企業立地、土地処分を促進
し、事業を着実に推進していくための具体的な方策
について全庁的に検討

港湾

35 ○
アイランドシティ環境共生都市づくり
・環境配慮指針(H23改定)の運用、周知

427 6,802 環境

先導的産業集積等推進事業
（ふくおか健康未来都市構想の推進）
・アイランドシティ生涯すこやかタウン協議会の活動
推進

300 300 港湾

先導的産業集積等推進事業（産業誘致）
・国内外企業の誘致活動

5,718 6,828 港湾

36 ○
★ 公民館地域人材発掘・育成支援事業

・地域における人材を発掘するため、コミュニティデ
ビューを促すための講座等を実施

500 0 市民

37 ○
活力あるまちづくり支援事業
・校区自治協議会が行う公益的な活動に対する助成
等

483,185 483,964 市民

38 ○

コミュニティに関する取り組みの全庁的推進
・コミュニティとの共働に向けた職員の意識改革等の
全庁的推進（全職員研修）、外部委員による事業の
進捗状況の確認等

883 1,189 市民
行政と地域の役割の
見直し

自治協議会の支援と
事務手続きの見直し

H23予算

意思決定過程の透明化

市職員の削減

進捗状況
所管局

市役所の組織風土改革

公約項目
H24取り組み内容

アイランドシティの
土地利用や売却の
新たな手法の検討

行政サービスの迅速
化・広域化

長期的視点に立った
アイランドシティの
まちづくりの推進

地域コミュニティの再生
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３　もっと誠実なフクオカ宣言②

〔◎はH23年12月進捗状況公表時より進展した項目、★は新規、☆は拡充、所管局は各事業の所管を表す〕 （単位：千円）

A
実施

Ｂ
着手

C
検討

Ｄ
未着手 事業名・事業内容 予算額

39 ○

地域福祉ソーシャルワーカー・モデル事業
・民生委員など地域で見守り活動を行う組織の相談・
支援を行う地域福祉ソーシャルワーカーをモデル的
に配置

19,717 19,175 保福

☆ ときめきプロジェクト
・障がい者施設商品の販売促進・ＰＲのためのキャン
ペーン等の実施（★障がい者アートプロジェクトを新
たに実施）

13,332 12,046 保福

★ 市民後見人養成事業
・認知症高齢者等の増加に伴う成年後見人の新たな
担い手として、市民後見人を養成

6,822 0 保福

163,703,606 159,658,565

36 2 1 0 142,172,062 138,665,514

21,531,544 20,993,051

進捗状況

高齢者や障がい者の社
会参加促進と見守り強
化

合　　　計

公約項目

約４０億円の増

一般財源

事業費

特定財源

全３９項目

進捗状況９７％

38

所管局
H24取り組み内容

H23予算
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（１）　緊急経営・金融支援

○商工金融資金融資枠の拡大

・「経営安定化特別資金」の継続実施

　　期間延長：H24.3迄→H25.3迄 金利：１．４％ 融資限度額：1億円

☆　返済猶予の期間延長

　　返済猶予（融資期間の延長）2年間→3年間

☆「創業支援資金」の充実強化

　　融資期間7年以内→10年以内、据置期間1年以内→2年以内

☆「設備対応資金」の充実強化

　　融資期間10年以内→15年以内

（２）　公共事業

経済・雇用対策

・２４年度の公共事業費（全会計ベース）については、国の第３次補正等を受け、
平成２４年度当初予定の公共事業の一部を、平成２３年度の２月補正予算におい
て積極的に前倒しを行ったことから、平成２３年度の２月補正分を含めた１３ヶ
月予算として比較すると、平成２３年度予算を上回る公共事業費を確保していま
す。（＋５億円、＋０．４％）

【参考】
　国の一般会計　公共事業関係費
　平成２３年度：４９，７４３億円、平成２４年度：４５，７３４億円
  （対前年度比▲４，００９億円　▲８．１%）
　※東日本大震災復興関係は別会計

（単位：億円）

平成23年度当初予算 平成24年度当初予算 増　　減

融　資　枠 3,911 3,960 49 
新規貸付枠 2,178 2,224 46 
預託予算額 1,170 1,212 42 

★：新規、☆：拡充

（単位：億円）

(0.4%)
全会計

5 

平成23年度
当初予算(A)

平成24年度
当初予算(C)

差　　引
（Ｄ－Ａ）

1,317 42 1,275 1,312 

区　　分
平成23年度
2月補正(B)

(B＋C)
（Ｄ）
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（３）　雇用対策

◆雇用の創出（県基金事業の活用）
◎・緊急雇用創出事業　【842,770】

　雇用創出効果：１，０５３人、うち新規雇用９２０人

◎・ふるさと雇用再生特別交付金事業　【23,770】

　雇用創出効果：７人、うち新規雇用７人

◆就職の促進
・就労相談窓口事業　【55,027】

　各区に若者や中高年を対象とする、個別相談、セミナーの開催、求人企業

の紹介を行う窓口を設置

★ハローワーク機能の設置　【3,000】

「ジョブポータルふくおか」内などにハローワークの職業紹介サービスを付

加し、就労支援と一体的に実施

◎★中高年雇用促進事業　【87,035】

　企業・事業者へ奨励金を交付し、中高年求職者の雇用を促進

◎・就活支援プラザ事業　【16,488】

　新卒者等の就職活動及び地場中小企業の求人活動の支援を福岡商工会議所

との共同により実施

・正社員チャレンジ応援事業　【4,527】

　デジタルコンテンツクリエーター育成事業による正社員就職への支援を福

岡県との共同で実施

◎★ＩＣＴクリエーター育成事業　【5,760】

　フリーター等を対象に情報関連産業で活躍できるアプリ開発者養成講座を

開設し正社員就職を支援

★地元ゲンキ企業就職情報発信事業　【6,783】

　地元企業の会社情報・採用情報の収集を行い、地元企業の魅力を発信

◎★大学就活支援キャラバン事業　【9,895】

　地元企業の会社情報・採用情報を直接学生に届けるため、大学と連携した

説明会を実施

☆ひとり親家庭就業支援事業　【3,246】

　ひとり親家庭の就業支援として、母子福祉センターで無料職業紹介と自立

支援プログラム策定を実施

◆住宅提供
・住宅手当緊急特別措置事業　【310,960】

　住宅を喪失又は喪失の恐れのある離職者に、住宅手当の支給及び就労支援

を実施

（単位：千円）★：新規事業、☆：拡充事業、◎：公約関連事業

緊急雇用創出事業等による雇用創出効果の推移 （単位：人）

20～22年度 ２４年度

実績合計 当初予算 補正予算 合計 当初予算

雇用創出効果 4,091 1,426 255 1,681 1,060 6,832 
（うち新規雇用） (3,228) (1,229) (215) (1,444) 927 (5,599)

区分
２３年度

合計
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～

 

市債発行額と公債費の推移（当初予算）

 

～

530
591

684
720 750

1,203

1,086

850
805

898

819

653
644

1,009
956

587

1,0101,024
1,0391,0311,032

1,0161,0211,0241,0611,036

984
1,011

890883

717

794
816819

756
733734695

648
602

504
485

400

327

821
778 778 799

356365
379389400

449465

443
549550

605

766

926
985

1,045

1,123

0

200

400

600

800

1,000

1,200

９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

億円

市債発行額 公債費（元金+利子）

公債費（元金）

特例債※

 

を除く

 

市債発行額

※特例債：後年度に交付税により補てんされる特例的に措置された市債
（臨時財政対策債、減税補てん債（～H18）、臨時税収補てん債（H9））

（１）市債発行額と公債費の状況（一般会計）

◆市債の状況

●市債発行
平成２４年度当初

 

約７５０億円

 

（対前年度

 

約３０億円の増）

※臨時財政対策債を除いた発行額
約３５６億円

 

（対前年度

 

約９億円の減）

（参考）平成23年度当初

 

約７２０億円
平成６年度当初

 

約１,２１９億円（当初予算最大）
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（２）市債残高の縮減状況（全会計）

平成２４年度末残高の見込み
（平成23年度末残高見込みとの差）

●

 

一般会計

 

約

 

１兆２，３１２億円

 

(▲

 

６６億円)
●

 

特別会計

 

約

 

２，１２４億円

 

(▲

 

１８億円)
●

 

企業会計

 

約

 

８，７８８億円

 

(▲１８１億円)
●

 

積立金

 

約

 

１，５３３億円

 

(

 

１３９億円)
◇

 

全会計

 

約

 

２兆４，７５７億円

 

(▲１２６億円)

※平成16年度末(最大時)の約2兆7,092億円に比べ、約2,335億円(約8.6％)減少

12,928 12,901 12,816 12,684 12,472 12,496 12,372 12,378 12,312

2,676 2,511 2,350 2,228 2,193 2,042 2,129 2,142 2,124

10,277 10,148 10,011 9,844
9,691 9,449 9,132 8,969 8,788

1,211 1,131
1,156

1,241
1,144 1,171 1,301 1,394 1,533

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

億円

積立金

企業会計

特別会計

一般会計

～

 

市債残高の推移

 

～

27,092 26,691 26,333 25,997 25,500 25,158 24,934 24,883 24,757

～

 

市債残高の内訳

 

～

単位：億円

その他
3,575
(14.4%)

特例債※
3,251
(13.1%)

公園
916

(3.7%)

学校等
975
(3.9%)

港湾
1,602
(6.5%)

水道
1,740
(7.0%)

地下鉄
3,783
(15.3%)

下水道
4,437
(17.9%)

道路
4,478
(18.1%)

平成24年度末残高

2兆4,757億円

※特例債：後年度に交付税

 

により補てんされる特例的

 

に措置された市債

・臨時財政対策債

 

2,580

・減税補てん債

 

642

・臨時税収補てん債

 

29

※グラフ内の計数は、端数処理に

 

より計が合わない場合がある。
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（３）

 

市民１人あたりの市債残高

＊

 

人口は、16年度から22年度は当該年度末日現在の登録人口、23年度及び24年度は平成23年12月

末日現在の登録人口によります。

＊

 

市債現在高は、16年度から22年度は決算、23年度は最終予算、24年度は当初予算によります。

954 943 926 908 886 856 851

197 184 170 160 156 144 147

758 742
723

705 689 665 637 607

89
83

84
89

81
82 91

106

880 863

148148

620

96

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

千円

一般会計 特別会計 企業会計 積立金

1,998

平成24年度末市民１人あたり市債残高見込み
（平成23年度末残高見込みとの差）

●

 

一般会計

 

約

 

８５万１千円

 

（▲

 

５千円）
●

 

特別会計

 

約

 

１４万７千円

 

（▲

 

１千円）
●

 

企業会計

 

約

 

６０万７千円

 

（▲１万３千円）
●

 

積立金

 

約

 

１０万６千円

 

（

 

１万０千円）
◇

 

全会計

 

約１７１万１千円

 

（▲

 

９千円）

※平成16年度末(最大時)の約200万円に比べ、約29万円(約14％)減少

1,952 1,903
1,862 1,812 1,771 1,739

～

 

市民１人あたり市債残高の推移

 

～

1,720 1,711
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（４）市債関係指標の状況

16.8

18.4

15.7

16.4

17.8

15.1

14.0

16.0

18.0

20.0

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度(見込) 24年度(見込)

【実質公債費比率】
税収や地方交付税など各自治体に共通した標準的な収入（標準財政規模）に占める、企業会

 

計・外郭団体なども含めた実質的な元利償還金の割合。
この比率が18％以上になると、地方債を発行する際に国の許可が必要となります。また、25％

 

以上になると、財政健全化法に基づき、自治体は、値を抑制するための財政健全化計画を策定し、

 

財政健全化に向けて自主的に努力する必要があり、さらに、35％以上になると、国等の関与によ

 

る確実な財政再生への取り組みが必要になります。

【市債依存度】
歳入総額に占める市債の割合のこと。つまり、当該年度の歳入のうち、どれだけの割合を市債

 

発行に依存しているかを表しています。
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市債発行額（臨財債）

市債発行額(その他債)
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◇◇

 

実質公債費比率実質公債費比率

◇◇

 

市債依存度市債依存度

％

％ 億円

※実質公債費比率は、19年度から22年度までは決算、23年度は最終予算、24年度は当初予算。

平成２４年度

 

１５．１％

■地方債の発行に国の許可が不要な18%未満の水準を5年連続で維持する見込み

平成２４年度

 

９．８％

■臨時財政対策債の増加により市債発行は前年度より増加するものの、8年連続で10％を下回る

 

水準を維持

許
可
不
要

～

 

実質公債費比率の推移

 

～

～

 

市債依存度の推移（一般会計当初予算）

 

～

850
805

898

819

653 644
587
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591

684 720
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◆その他

１．使用料及び手数料等の新設・改定

ア．条例の改正・新設によるもの

　【福岡市手数料条例
の一部を改正する条
例案】

　【福岡市危険物の規
制等に関する手数料
条例の一部を改正す
る条例案】

一 般 会 計 合 計

－

一
 
 

般
 
 

会
 
 

計

-       

改定率 時期

千円 年/月

-         

-            

-            

増   収
見込額

会
計

時期
使用料等名

局
名

前回改定今　回　改　定

改定率

(0)

主　な　改　定　内　容

-            

％

H24.8～
H25.1

市

民

局

年/月 ％

住民基本台帳交付等
手数料

「住民票の写し」等のコンビニ交付の利用を推進するた
め、取得の際に必要な住基カードの交付手数料を期間
限定で無料とするもの

（手数料）

　500円／件→無料

「住民票の写し」等のコンビニ交付の利用を推進するた
め、コンビニで交付する証明書の手数料を区役所窓口・
郵便局・郵送請求よりも引き下げるもの

H24.8

－

住民票、印鑑証明、戸籍附票 ３００円 ２５０円

戸籍証明 ４５０円 ４００円

-            

（手数料）

区役所、郵便局 コンビニ

消

防

局

・対象となる浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所
　1枚板構造の浮き蓋を有するもののうち、次のいずれ
か
　①容量20,000KL以上のもの
　②容量20,000KL未満で、かつ最高液面から側板の
　　 最上端までの空間高さが2m以上となるもの
　※現時点で福岡市内に該当施設なし

危険物貯蔵施設設置
許可申請手数料

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改
正に伴い、浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所の設置許可
の申請に係る手数料の区分を改める必要があるため H24.4 － -         -       

容量（KL） 従来（円） 改正後（円） 増額
 1,000 ～ 5,000未満　 820,000 1,120,000 300,000
 5,000 ～ 10,000未満　 990,000 1,330,000 340,000
 10,000 ～ 50,000未満　 1,100,000 1,480,000 380,000
 50,000 ～ 100,000未満　 1,400,000 1,830,000 430,000
 100,000 ～ 200,000未満　 1,640,000 2,120,000 480,000
 200,000 ～ 300,000未満　 3,855,000 4,330,000 475,000
 300,000 ～ 400,000未満　 5,090,000 5,570,000 480,000
 400,000 ～　　　　　　　　　 6,290,000 6,770,000 480,000
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改定率 時期
増   収
見込額

会
計

時期
使用料等名

局
名

前回改定今　回　改　定

改定率
主　な　改　定　内　容

（注）合計欄の（　）書きは、新設、廃止等に伴う収入見込額を除いたもの。

【博多港港湾施設管
理条例の一部を改正
する条例案】

％

-
福岡県からの権限移譲に伴う、介護サービス事業者の
指定申請等に関する手数料の新設

介護サービス事業者指
定申請等手数料

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

保

健

福

祉

局

年/月

△ 12.2 △ 9,702
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計

港

湾

局

（使用料）

月額 17,124千円/6基→月額 13,500千円/5基

千円 年/月 ％

8,330       - -       

+2.8H8.4

特 別 会 計 合 計
(△ 9,702)

(△ 9,702)

△ 1,372
全 会 計 合 計

△ 1,372

穀物用荷役機械の基数が減少（６機→５機）すること等
に伴い、当該施設の使用料の適正化を図るため、原価
計算等に基づき改正を行うもの。

荷役機械等使用料

H24.4

H24.4

【福岡市手数料条
例の一部を改正す
る条例案】
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イ　規則等の改正・新設によるもの

○事業開始に伴う利用料の新設 －
・平日利用

１回につき620円

・土曜日，長期休暇中

午前の部または午後の部のみの利用
１回につき620円

午前の部に引き続き午後の部も利用
１回につき1,240円

学校給食費 給食費を月額400円増額 -
小学校　月額3,500円　→　月額3,900円

中学校　月額4,200円　→　月額4,600円
特別支援学校（小学部）　月額3,500円　→　月額3,900円
特別支援学校（中学部・高等部）　
　　　　　　　　　　　　　　　　月額4,200円　→　月額4,600円

（注）合計欄の（　）書きは、新設、廃止等に伴う収入見込額を除いたもの。

576,995   

(576,995)一 般 会 計 合 計

局
名

会
計

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

こ

ど

も

未

来

局

教

育

委

員

会

増   収
見込額

時期 改定率

今　回　改　定

使用料等名 主　な　改　定　内　容

前回改定

時期 改定率

年/月 ％
－

発達障がい児放課
後等支援事業利用
料

千円％年/月
－Ｈ24.4 －

※本事業は社会福祉法人等に委託して実施することと
しており，利用料については，運営団体と利用者との間
の契約により，運営団体が歳入する。

H24.4 - 576,995 H12.4

【福岡市学校給食費
条例施規則】
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◇人口　1,446,515人（H23年12月末住民基本台帳登録人口及び外国人登録人口）

百万円    円

　保健・医療・福祉に

　道路・住宅・計画的なまちづくりに

　地域経済の発展に

　こどもの育成に

　行政の運営に

　学校や教育に

　災害に強いまちに

　清潔なまちに

　地下鉄・水道事業の支援に

　地域活動・文化・スポーツに

　公園整備や緑の保全に

　新鮮で安全な食料の提供に

注１：予算額には、それぞれの事業の財源として過去に発行した市債の返済額が含まれてます。

注２：《　》内は、市債の返済額を内数として示しています。

注３：（　）内は、構成比を示しています。

29,458

(参考) 市民１人あたりの予算（一般会計）

市民１人あたり予算
平成24年度予算

(7.1%)

529,710

13,114

12,619

89,269

126,466 (23.9%)

(18.6%)

36,582

64,427 (12.2%)

《3,169》

《6,675》

《5,645》

《7,967》

《16,404》

《168》

61,713

22,098

(3.4%)

《1,509》

《7,349》

《43,241》

37,891

98,476

(6.9%)

17,971

(2.3%)

《101,370》

《4,525》

《921》

18,254

12,867

18,969

8,895 (1.7%)

(4.1%)

(2.5%)

182,935

142,447

93,194

42,611

《3,797》

(11.7%)

(5.6%)

合　　　　　計
766,233 (100.0%)

54,809

52,917

31,965

25,996

                                                                                      22



 
（参考）市民１人あたりの予算（一般会計） 

公 園 整 備 や 緑 の 保 全 に 

12,619 円 【2.3％】 

清潔なまちに 

22,098 円 【4.1％】 

地下鉄・水道事業の支援に 

17,971 円【3.4％】 

地域活動・文化・スポーツに 

13,114 円 【2.5％】 
新鮮で安全な食料の提供に

8,895 円 【1.7％】 

○人口：1,446,515 人（H23 年 12 月末住民基本台帳登録人口及び外国人登録人口） 

○予算額には、それぞれの事業の財源として過去に発行した市債の返済額が含まれています 

保健・医療・福祉に 

126,466 円 【23.9％】 
災害に強いまちに 

29,458 円 【5.6％】 

市民１人 

あたりの予算 

（年額） 

529,710 円

学校や教育に 

37,891 円 【7.1％】 

道路・住宅・計画的な 

まちづくりに 

 64,427 円 【12.2％】 
行政の運営に 

36,582 円 【6.9％】 

こどもの育成に 

61,713 円 【11.7％】 
地域経済の発展に 

98,476 円 【18.6％】 
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